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財田川水系（香川県）の瀬の水生昆虫群集  

大 平 幸 男  

香川県自然科学館  

AquaticInsect Communities of Rapidsin the Saita River System，  

Kagawa Prefectur・e，Japan  

Yukio6HIRA，助gα叩α丹β♪¢わ〝αJぶ¢如¢β肋8β研花，Ogoβ九宜，  

ぶαゐ戚dβ762，J叩α耽   

ている。それだけに，県下の水生昆虫の実態調  

査研究は今日ぜひ必要なことである。   

筆者は1981年12月に財田川水系の瀬における  

水生昆虫群集の調査を行ったので報告する。   

本文をまとめるにあたり適切なご指導助言を  

いただいた，香川大学教育学部生物学教室，金  

子・之史先生ならびに環境学教室，渡辺直先生，  

および水生昆虫の同定についてご指導いただい  

た愛媛県新田高校の桑田－・男先生に深謝の意を  

表す－る。  

調査地点および調査方法   

財田川は讃岐山脈の大川山（1043m）に源を  

香川県の陸水系は，水量の少ない短い河川と  

多くのため池に特徴づけられる。河川は水源と  

なる讃岐山脈が1000m前後と低いため，谷は浅  

く短い。また，年間降水量が山地で約1450mm  

（建設省，1979）のため流量は少なく，渇水期  

には河川によって河床の一・部が干上ってしまう。  

このような特徴をもつ県下の河川の水生昆虫に  

ついて，現在までに土器川（川田，1967；大平  

ほか，1981），五／色台水系の河川（大平，1979）。  

についての報告があるだけである。   

最近の急激な開発とそれに伴う自然環境の変  

化は，水域の生物生態系に大きな変化を及ぼし  

第1図 財田川水系の調査地息＜財匡川l本流＞1，2，3塩入；4三本松；5本日；6黒川；7芋尾；8雉子  
尾；9明神；10西光寺；11本山；12稲着橋．＜帰来川（支流）＞13，14十郷；15多治川；16山脇・  
＜谷道川（支流）＞17，18猪ノ鼻；19灰倉．＜河内川（支流）＞20地蔵越；21轟臼；22長野・  
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第1表 調査地点の環境要因（1981年）  発し，仲多度郡，三豊郡，観音寺市を西流し，  

燵灘に流入する全長約325kⅢの2級河川である。  

讃岐山脈を源とする支流には，帰来川，谷道川  

および河内川などがある。   

調査地点は第1図に示すように，本流12地点  

（st．1～St。12），支流の帰来川4地点（st・  

13～St．16），谷道川3地点（st．17～Stl19）およ  

び河内川3地点（st20～St．22）の合計22地点  

である。各調査地点の標高および源流からの距  

離は第2図に示されている。  

気 水  底＊  流 河  

温 温  臨  
名 点 日 ぐC）ぐC）  質  何   

17一期 78 60  大礫  

2 7一期 80 60  大礫  

財 3  〝  80 60 大礫・礫  

4  〝  80 78  大礫  

田 5 7一油 75 80 礫・細礫   

6  〝  80 85 礫・細礫  

05  5  

7  15  

9  15  

5   25  

7   35  

7   61  

川 716一犯 59 72 大礫・細礫 8  20  

817一Ⅶ10．0101大礫・礫 12 105  

本 912－Ⅶ 78 93  大礫 10  50   

10 〝 145 95 礫・細礫 20 190  

流11 〝 135 85 礫・細礫 20 170  
12  〝 13．0 8，5 礫・砂  30  

1316－Ⅶ 52 52  大礫  

14 〝  70 52  大礫 10 15  
15  〝  78 70 大礫・礫 10  20  
1617一期105 72  礫  8  30  

5  10   15    20    25    30  

源 流 か ら の 靡 離 （加）  

第2図 財田川水系の縦断面図と調査地点 

本流のst．1からst．4の河川形態は可児（1944）  

のいうAa塑である。支流ではst・13～St・16，St・  

17とst。18，およびst．20とst21がAa塾にあたる。  

これら地点のうち，St。1，St．13，St。17，および  

st．20 の地点は，Aa型の上部で和泉層群の岩盤  

が階段状に落込み，水がしぶきをあげて流れ落  

ちている。   

st…5から下流において，Bb型の形態をよく示  

すのはst．7とst．9の地点だけである。川は河口  

近くでも水深5～30cmの瀬がみられ，Bc型の形  

態を呈していない。   

各地点の環境調査は，気温，水温，底質，流  

れ幅，河床幅について行い，第1表に示すとお  

りである。底質の調査はコドラ・－ト内の礫のう  

ち，頻度の多いものの長径をⅥ毎ntworthの階  

級区分（中山，1968）によった。水温は地点間  

の最大の較差が約6度とあまり大きな差がみら  

れなかった。また，調査期間中，瀬切れしてい  

る区域は見当らなかった。   

採集方法は，瀬の中心付近の流れを選び，50  

×50cmの金属製コドラ・－トを水底に置き，その  

範囲内の水生昆虫を金ザル（網目約15mm）を  

谷17 6一犯 88 70 大礫  05 5  
道18 〝  88 72 大礫・礫 35  7  
川19 〝 90 75 礫・細礫 4 47  
河2017－油 30 38 大礫  05 3  
内 21 〝  35 62 大礫・礫 3 10  
川22 〝 95 7亭 礫・細礫10 16  

＊粒度の区分 大礫：6血m以上；礫：4～64mm；  

細礫：2～4mm；砂：2皿m以下．  

用いて採集した。この定量採集は各調査地点で  

2回ずつ行った。標本は約10珍のホルマリソで  

固定後持ち帰って種を同定し，種ごとの個体数  

と湿重畳を測定した。   

種の同定は津田（1962）によった。  

結 果 と 考 察  

（1）昆虫相の構成種   

全水系で採集された水生昆虫は8日64種余り  

である（第2表）。種類の多い目は蝉筋目と毛  

短日で両者で全種数の約66野をしめる。この割  

合は矢田川水系（西村，1960），土器川水系（大  

平ら，1981）の河川にみられる数値とほぼ同様  

である。   

河川別種数において，支流の帰来川は本流に  

近い種数を数えた（第2表）。これは，他の河  
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第2表  財田川水系の目別・河川別種数  

蝉筋目 晴蛤日 額題目 広麹目 毛麺日 輪麹目 双勉目 膜麹日 合計  

財田川本流 19  4  3  2  

帰 来 川 10  3  6  2  

谷 道 川 13  1  3  1  

河 内 川 11  2  4  1  

17  3  3  0  51  

16  2  5  1  45   

6  1  1  0  26  

10  2  3  0  33  

合 計  21  4  7  2  21  3  5  1  64  

（労）＊  （326）（63）（109）（31）（328）（47） （78）（16）  

＊全種数（64種）に対す・る日別種数の比率を示している・  

川に比べて績勉目と双勉目が数多く採集された  

ためである。   

採集された水生昆虫の分布と採集地点での個  

体数は第3表に示されている。上辣から下流に  

かけて最も広い範囲に分布していた種は，助d－  

γ0卵y¢九βg伽で18地点から採集された。  

この他，助αβOp8βp九8≠％さブ叩0晰如鵬，助d－  

γOp8y¢んodββ ゐγβり宜g古雅βαぬおよび角・0ね九¢γ一  

冊ββgγαク戒βも他の種に比べて，広い範囲に分  

布していた。－・方，β物咋M．角β¢融％∂，Pg－  

〝〟（†“－、ル′J（＝′J〃小、∴．＼■叩わ（リイ′′J〝pu〃／ぐ〝、  

蝕γα¢触感わdββJ叩0ケ乙宜¢≠β，αpJ¢¢fγ0耽αsp．  

DA，Pん揖0クⅦ∂ あ乙砂αe耽βゐ，P．か蕗礼紬紺ほ由  

はst．1，St…13，St．17およびst．20の4地点の  

うちから主に採集された。これら4地点は流れ  

は連続していないが，いずれもAa型の上部に  

あたり底質，流れ幅の環境要因はよく似ている。  

（2）調査地点別現存蓋および現存塵の多い種   

各地点別の全現存畳と，現存量の多い主な種  

は第3図に示したとおりである。各調査地点ご  

との全現存急には大きな差がみられた。特に本  

流においてのばらつきは大きく，最大は10673  

mg（st．8），最小は20qg（st．12）を示している。   

第1優占種として最高の頻度で出現する種は  

造網型の助dヶて卵y¢如g糎（44サンプル中  

11サンプル）である。この種はst8の1サンプ  

ル中に271個体，5120喝含まれている。その他  

として，丹0ね鮎mββgγαγばゐがみられる。こ  

の種は体が大きいため，数個体でもサンプル中  

に入っていると大きな現存畳を示す。本種は本  

流のst．4，支流のst。15，St．19，St．22において  

第1優占種となったが，これらはいずれも山地  

流と平地流の境目付近である。f）βγね亡砧あg由  

はst1，St”13，St・17，およびst・20で優占種とな  

った。これらの地点はいずれもAa型の上部に  

あたる。この種は津田（1962）の生活形の分類  

によると働旬型にあたる。また，造網型のぶ£「  

β彿0卵財¢んβgわさβ勿β†肌ゐが占t。2で優占し，80  

個体，6470喝とこの種の個体数および現存畳と  

して最大の数値を示した。   

浮田（1957）によると，石礫の場合の底生動  

物群集の極相は造網型昆虫優占の群集であると  

いう。その後，津田・御勢（1964）は，造網型  

優占の群集の中を2つの相に区別し，Stenop＿  

sychidaeが瀬における其の極相であり，Hy－  

dropsychidae シマトビケラ科はその前の相，  

いわば亜棲相と考えられるとしている。今回の  

調査でぶ。gγゐβ勿β7偽由はst。2以外に本流の4  

地点と支流の4地点から採集され，同じヒゲナ  

ガカワトピケラ科の掬γαさfβれOpさy¢んββα戚〝宜  

は本流および支流の4地点から採集された。し  

かし両者をふくめた現存畳の最大はぶ。gγゐβ才一  

pβ仰・ゐ の22個体，2050喝（st．14）であり，大  

部分の地点では5個体未満と少なく，St．2の個  

体数および現存畳がきわだって大きいことがわ  

かる。ぶ．gγ宜gβ勿β仰もゐのこの現象が今回だけ  

のものか，底質，河床の安定性，水質，水温，  

流速などの環境要因の詞査，およびこの昆虫の  

生活史そのものの調査が今後必要である。   

各地点の造網型と葡萄型の全現存量に対する  

比率を第3囲に示した。本流においてはst．1，St・  

4～St．6を除いて造網型の現存畳の比率が，働  

旬型のものより大きくなっている。またst．12  

は例外としてstい7から下流部になるほど造網型  

の比率が大きくなる傾向を示した。  
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第3表 財田川水系の水生昆虫の種別・地点別分布と個体数  

調査地点  財     田 ノ   本 流  帰来川     谷道J     河内川  

櫛名＊  
2  3  4  5  6  7  8  9  10    12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22   

Ephemeroptera  
励ん¢仇¢ケα抽βdαムスジモシカゲロウ  

且，グ叩0耽五¢α  フクスジモンカゲロウ  10  3  

モソカゲpウ  

タ0≠α肋α托亡如鳩尾α肌0ケもゐキイpカワカ〆でウ  

Jき0ケ砂e九宜αJ叩0ケも宜¢αチラカゲpウ  
A肋βJβ≠払S仇0れ£α㍑％さヒメフクオカゲロウ  

教則憫8抽び混脚・エ′しモソヒラタカグロウ  

β。¢％γγα亡現ヱ鵬  ユミモソヒラタカゲロウ  

ニワナガレーピケラ  

A勿∂£γOp如γα1れOp∂イ／ブスヤマトピケヲ  

魚γα8≠βケ∽卵y¢九¢βα耽fβケぜチャバネヒゲナガカワトピケラ  

撒励叩呼止血相わ面据矧加コガクンマトビケラ   

ウルマ・－シマトビケラ  

＊学名は津田（1962）によった。  
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第3図 財田川水系の調査地点別・サンプル別現存畳，各サンプルでの主な種とその現存畳，および造網塾  

と働旬型における全現存畳に対する比率（％）．図中の柱は，各調査地点における2つのサンプルを  

しめす  
n：造網型の比率，C：働旬型の比率 造網型と働旬型の区別は津田（1962）によった 

Et：βcみ0几昆柑S fOゐよよro花よざクPタニガワカゲロウ  

Ey：βcみ0花〟川SγOSんよ血eシロタニガワカゲロウ  

Hu：jみdr呼∫γCんe比～mer↓ウルマ・－シマトビケラ   

Mr：肱cr0托e〝氾rαdよαf比mオオシマトビケラ  

0v：0花．γCゐ0ダOmク血ざむレよdよcoざfαゞオナガサナエ  
Pt：Pergα fよゐよαgよsカワゲラ  

Es：鞄よ呼んgeゐよαS祝Per‡fe！ムカントンボ  

Ei：埠eor〟ゞよ鳥α花0花↓ぶナミヒラタカゲロウ  
Hg：砂dr（pSγCんeダよルαⅦギフシマトビケラ  

Hb：砂dr岬‡一γCんdeぎゐreむよJよ花eαfαコガタシマトビケラ  

Ij：Jゞ0汀γCん∠αノαPO花よcαチラカゲロウ  

Mj：〝αfαe岬Se〆e花αざメ呼0花∠c“一Sヒラタトロムシ  

Pg：P′0£0んermeSダrα花dよsヘビトンボ  

Ps：Pαrαざfe花岬∫γCゐeざ肪ferよチャバネヒゲナガカワトピケラ  

Pj‥Pα柑Cん皿Jよde′Sノ呼0几云C比ぶヤマトクロスジヘビトンボ  

Sg：ぶfe7叫Pぶ一γCんeダrよぶe⊥クe′肌よぶ ヒゲナガカワトビケラ  
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要  約  

1）財田川水系（本流・帰来川・谷道川・河内  

川）の瀬の水生昆虫について，1981年12月に調  

査した。  

2）採集された水生．昆虫は8日64種余りである。  

時好目（21種），および毛麺目（21種）が多か  

った。  

3）助dγOpさCんβg糎は，採集された水生  

昆虫の中で最も広レ、範囲に分布していた。また，  

Aa型の上部のみに分布していた種を記録した。  

4）全現存量は最大，10673喝を示したが，地  

点ごとの差が大きかった。ガ。g糎，Pβγ払  

£gゐ血g五β，角・0ねんβmββgγα弟d宜∂，ぶ≠β彿Opgy－  

ぐんβgγゐβ勿βク肌五βなどが優占している。  
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